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スターター チームＡ： ＃4，＃6，＃7，＃8，＃12 

 チームＢ： ＃4，＃5，＃6，＃12，＃13 

ディフェンス チームＡ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

(試合開始時) チームＢ： ■ マンツーマン  □ ゾーン（       ） □ その他（        ） 

 

 今大会の決勝戦は、全県春季大会の覇者、秋田市立城南中学校と初優勝を狙う横手市立横手南中学校

の戦いとなった。 

 

１Ｑ、先制したのは横手南。＃７鈴木のミドルシュート。しかし、動きに固さが見られ、リズムがつ

かめない横手南に対し、主導権を握ったのは城南。＃１３木村のドライブ、＃４齊藤と＃６長谷川のイ

ンサイドでの得点、＃１２工藤の３Ｐなど連続して１５点を重ね一気に突き放す。残り３分を切ったと

ころで横手南はたまらずタイムアウト。タイムアウト明け横手南は＃８鎌田のミドルシュート、＃４齋

藤のゴール下での得点で応戦する。しかし、城南は＃５浅利を起点に落ち着いた試合運びで流れを渡さ

ない。結局１７－６と１１点差で１Ｑを終えた。 

 

２Ｑ、追いすがる横手南は＃４齋藤を中心に反撃を試みるが、城南の堅いディフェンスを崩すことが

できず、得点が伸びない。対する城南は、安定した試合運びで、＃４齊藤、＃５浅利の３Ｐ，＃１３木

村の速攻でさらにリードを広げる。何としても流れを引き寄せたい横手南は残り３分でタイムアウトを

とる。タイムアウト明けからディフェンスのプレッシャーを強くし、流れを引き戻しにかかる。＃４齋

藤の速攻や３Ｐで必死に食い下がり後半につなげる。城南が３３－１３で２０点リードして前半を終了

する。 

 

３Ｑ、横手南はインサイドのディフェンスを強め、攻撃の起点を作ろうとする。オフェンスでは、ス

クリーンを効果的に使ってチャンスを作り、＃７鈴木のミドルシュート、＃８鎌田の速攻、＃６佐渡の

インサイドなどで得点を重ねる。一方の城南も＃５浅利のドライブ、＃５浅利から＃４齊藤へのコンビ

ネーションプレーなどで着実に加点していく。一進一退の攻防が繰り広げられたが、４５－２３と城南

が２２点リードし、試合は最終クォーターへ。 

 

４Ｑ、横手南は相手の＃５浅利をフェイスガードで守り、攻撃のリズムを崩しにかかる。オフェンス

では＃７鈴木のリバウンドショット、＃６佐渡のゴール下での連続得点やジャンプシュート、＃４齋藤

のドライブ、＃８鎌田のカットインからの合わせなどで得点を伸ばす。城南は終始、落ち着いた試合運

びとテンポの良いパス回しで試合を支配する。＃５浅利、＃１３木村のドライブ、＃６長谷川、＃１２

工藤のジャンプシュートなどで加点し、６０－３９で勝利を収め、５年ぶり２度目の優勝を飾った。両

チームとも、最後まであきらめない戦いぶりで観衆を魅了した決勝戦となった。 

 


